
 本年は診療報酬の審査を担当する国

保（国保連合会）と社保（支払基金）

の審査委員会の任期切れに伴う委嘱が

ある。既に国保の長野県国民健康保険

診療報酬審査委員会は 1月16日付で国民

健康保険法第88条2項に基づき阿部知事

が委嘱した。 

75人のうち新任は13人 

 長野県の国保診療報酬審査委員の定

数は「保険医及び保険薬剤師代表」

「保険者代表」「公益代表」の３区分

各25人ずつの75人。氏名は右掲載の名簿

を参照。委嘱替で新任となったものを

除くまったくの新任は前回の12人(医科8

人,歯科4人)より1名多い13名(医科8名,

歯科3名,薬2名)だった。調剤の薬剤師審

査委員は従来より委嘱されていて前回

より委嘱の支払基金より1名多い。 

 委員の名簿公表は、吉村知事時代の

末期には氏名と新再の区別のみで代表

区分も示さない形に狭まったが、2001年

の田中知事時代に氏名・科目・職名・

委嘱区分・委嘱替の有無等も示す従来

の一覧表に戻り、その後、知事が代

わっても公表形態は踏襲されている。 

社保は６月に委嘱 

 一方、社会保険診療報酬支払基金、

本県の支払基金(長野支部）は６月に任

期切れに伴う委嘱がある。 

 支払基金は2003年10月から民営化し

ており、今回が民営化後５回目の委嘱

となり、社会保険診療報酬支払基金法

第16条２項に基づく各基金の幹事長

（支部長）による委嘱となる。 

 当県の基金の審査委員名簿は1987年

６月の委嘱までは慣例的に「医療タイム

ス」紙で報道、公表されてきた。これ

が1989年６月の委嘱から途絶え、非公

開となっていたが、2005年に基金本部

の開示方針を受けて、氏名のみ長野県

では９期ぶりに開示された。以降は診

療科も公表された2009年を除き氏名のみ

の開示が続いているが、国保並みの開

示を期待したいところ。 

 

新再区分 標榜科 氏　　名 職　　　　　　　　　　　　　　　名 医療従事地

再 眼  石　原　　　 淳 石原眼科医院院長 中野市

再 外  岡　田　　信　夫 岡田外科医院院長 千曲市

新 内  木　下　　友　順 木下クリニック院長 飯田市

再 内  倉　沢　　和　成 諏訪形クリニック院長 上田市

再 外  小　池　　秀　夫 相澤健康センターセンター長 松本市

新 精  小宮山  徳太郎 医療法人栗山会飯田病院副院長 飯田市

再 眼  佐　藤　　　 進 さとう眼科医院院長 下諏訪町

再 整  朱　　　　尚　孝 医療法人祐愛会祐愛病院院長 岡谷市

再 内  鈴　木　　陽　一 医療法人社団温心会東和田病院理事長 長野市

再 精  関　　　　　　健 長野県医師会副会長 松本市

再 産  高　木　　　 清 社会福祉法人博愛会高木クリニック理事長 長野市

再 小  中　澤　　良　樹 なかざわ小児科医院院長 松本市

再 内  中　島　　貞　男 飯田医師会副会長 下條村

新b 内  平　林　　淳　朗 平林医院院長 安曇野市

再 内  平　山　　二　郎 市立岡谷病院院長 長野市

新 内  松　尾　　恭　介 医療法人松尾医院理事長 飯田市

再 内  松　林　　祐　司 天祐堂松林医院副院長 筑北村

再 産  南　澤　　　 豊 医療法人三輪田町産婦科理事長 長野市

再 内  若　林　　正　夫 社会福祉法人賛育会豊野病院院長 長野市

再 歯  青　森　　則　佳 八千穂青森歯科医院院長 佐久穂町

再 歯  関　   　　勇　治 けやき歯科医院院長 上田市

新b 歯  永　井　　　敏 ながい歯科医院院長 立科町

再 歯  堀　内　　雅　彦 堀内歯科医院院長 長野市

再 歯  米　山　　繁　樹 米山歯科医院院長 松川町

新 薬  熊　谷　　　 信 長野県薬剤師会医療委員会委員 塩尻市

新再区分 標榜科 氏　　名 職　　　　　　　　　　　　　　　名 医療従事地

再 眼  飯　島　　富士雄 長野県医師国民健康保険組合員 長野市

再 外  石　橋　　久　夫 国保依田窪病院参与 長和町

再 ひ尿器  井　上　　善　博 市立大町総合病院副院長 大町市

新 外  大　石　　人　司 飯綱町立飯綱病院副院長 飯綱町

再 外  金　子　　源　吾 飯田市立病院院長 飯田市

再 外  久米田　 茂　喜 長野県立木曽病院院長 木曽町

再 内  栗　田　　純　夫 軽井沢町国保軽井沢病院副院長 軽井沢町

再 外  河　野　　直　子 長野県医師国民健康保険組合員 松本市

再 整  小　島　　隆　史 長野県医師国民健康保険組合員 長野市

再 内  小　林　　正　明 佐久穂町立千曲病院院長 佐久穂町

再 内・透  鈴　木　　都美雄 長野県医師国民健康保険組合員 長野市

再 外  高　木　　洋　行 松本市立病院院長 松本市
再 脳外  竹　前　　紀　樹 長野市民病院院長 長野市
再 外  都　井　　　 眞 佐久市立国保浅間総合病院外科医長 佐久市

再 内  徳　竹　　修　一 長野県医師国民健康保険組合員 中野市

再 内  西　井　　　　裕 長野市民病院内分泌・代謝内科統括科長 長野市

新*c 内  野　沢　　敬　一 長野県医師国民健康保険組合員 伊那市

再 皮  増　田　　光　喜 長野県医師国民健康保険組合員 長野市

新 内  柳  澤　　正　志 長野県医師国民健康保険組合会議員 諏訪市

新 歯  内　山　　英　樹 全国歯科医師国民健康保険組合員 飯山市

再 歯  酒　井　　勇　司 全国歯科医師国民健康保険組合員 長野市

再 歯  田　中　　秀　享 全国歯科医師国民健康保険組合員 松本市

新 歯  藤　森　　伸　也 全国歯科医師国民健康保険組合員 茅野市

新 歯  保　科　　　学 全国歯科医師国民健康保険組合員 伊那市

新*a 薬  野　沢　　昌　夫 長野県国民保険団体連合会嘱託 長野市

新再区分 標榜科 氏　　名 職　　　　　　　　　　　　　　　名 医療従事地

新 小  天　野　　芳　郎 長野赤十字病院第一小児科部長 長野市

再 内  井　上　　憲　昭 厚生連富士見高原病院統括院長 富士見町

再 整  大　内　　悦　雄 川西赤十字病院院長 佐久市

再 耳  海　沼　　和　幸 信州大学医学部付属病院耳鼻科いんこう科講師 松本市

再 皮・泌  川　上　　　　薫 長野県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療制度運営協議会委員 松本市

再 内  神　應　　　　裕 特定非営利活動法人日本アクセス研究会評議員 松本市

再 内  高　　　   昌　星 信州大学医学部保健学科生体情報検査学教授 松本市

新 内  齊　藤　　　博 長野県立須坂病院院長 須坂市

再 内  坂　井　　昭　彦 昭和伊南総合病院事業管理者 駒ヶ根市

新 内  酒　井　　龍　一 諏訪赤十字病院第一循環器科部長 諏訪市

再 内  坂　木　　　　洋 長野県国保直診医師会顧問 上田市

再 整  澤　海　　明　人 安曇野赤十字病院院長 安曇野市

新*b 内  橋　本　　至　永 上田市立塩田中学校学校医 上田市

再 外  濱　口　　　　實 組合立諏訪中央病院院長 茅野市

再 循  原　田　　順　和 長野県立こども病院院長 安曇野市

再 内  古　川　　賢　一 飯山赤十字病院院長 飯山市

再 脳外  外　聞　　政　信 厚生連篠ノ井総合病院副院長 長野市

再 耳  宮　島　　逸　郎 日本耳鼻咽喉科学会長野県地方部会副部会長 安曇野市

再 眼  宮　島　　洋　一 長野県眼科医会理事 長野市

再 歯  笠　原　　悦　男 松本歯科大学病院院長 塩尻市

再 歯  町　田　　良　男 中野市立中野平中学校学校歯科医、平野小学校学校歯科医 中野市

新*b 歯  丸　山　　慶四郎 安曇野市立穂高北小学校学校歯科医 安曇野市

再 歯  峯　村　　俊　一 飯田市立病院歯科口腔外科部長 飯田市

再 薬  小　林　　敏　伸 東御市立東部中学校学校薬剤師 東御市

新 薬  朝　川　　伊知郎 須坂市立東中学校学校薬剤師 須坂市

長野県国民健康保険診療報酬審査委員会委員名簿
　（任期　平成25年１月16日～平成27年１月15日）

敬称略。「医療従事地」は本紙調べによる。
任用区分の注）新*a…保険医からの委嘱替え、新*b…保険者からの委嘱替え、新*ｃ…公益からの委嘱替

保険医及び保険薬剤師を代表する委員

保 険 者 を 代 表 す る 委 員

公 益 を 代 表 す る 委 員

国保の審査委員会を定めた法律 

■国民健康保険法 

第88条 審査委員会は、都道府県知事が定め

るそれぞれ同数の保険医及び保険薬剤師を代

表する委員、保険者を代表する委員並びに公

益を代表する委員をもつて組織する。 

２ 委員は、都道府県知事が委嘱する。 

３ 前項の委嘱は、保険医及び保険薬剤師を

代表する委員並びに保険者を代表する委員に

ついては、それぞれ関係団体の推薦によつて

行わなければならない。 

  No.３８７                                                                            長 野 保 険 医 新 聞 （第三種郵便物認可）       2013年（平成25年）5月25日     （３）    

名　　　　称 診療科名※1 郵便番号 所　　在　　地 電　話 開設者 ・ 管理者※2 従事形態※3 病床 指定日※4

 やざわ歯科医院 歯　小歯 395-0801  飯田市鼎中平３１８８番地１ 0265-49-8787 個人・矢澤 孝彦 常勤1 無 2013/5/1

※1診療科名は頭文字又は略記載。※2開設者が個人の場合は開設・管理者は同一。※3従事形態は診療所は医師数、歯科併設は区分明記、歯科診療所は歯科医師数。　※4指定期間は指定日より 6年。

 関東信越厚生局ホームページで公開の

保険医療機関指定状況から長野県の医科

と歯科の新規分。本年4月1日～本年4月30

日間は、歯科の1件。（氏名敬称略） 

 ３月30日に「フィリピン医療

を支える会」(林春二会長)が主

催する第12回ハローアルソンフィ

リピンアクティビティー発表の集

いが御代田町で開催され、300

名を超える参加者が集まった。 

 ハローアルソンフィリピンアク

ティビティー(以下、ハロアル)と

はフィリピンの恵まれない子ど

もたちに対して、歯科医療を中心とし

た無償の奉仕活動や、歯ブラシ・タオル

などの物資支援を行う活動である。ハ

ロアルは歯科医師や歯科衛生士をはじ

め、医師、薬剤師、教員、会社員など

誰でも参加できる。その中でも大きな

特徴として次世代を担う高校生が多数

参加している点である。今年は24名の

高校生が活動に参加し、そのうち22名 いたなど、非日常に身を置いたからこ

そ実感できることを自分たちの言葉で

報告してくれた。活動に参加した高校

生全員に共通していたのは、ボランティ

アに参加して終わりではなく、ボラン

ティアを通じて次のステップへのビジョ

が活動報告を行った。 

 現地の生活を目の当たりにして自分

が生きている環境が偶然の集まりだと

いうこと、言葉が通じなくても笑顔は

世界共通であること、当たり前のこと

に感謝できていなかった自分に気が付

ンが描けていたことだった。忙しい毎

日の中でも、人や環境に感謝する気持

ちを持つことが、自分の成長に繋がる

のだと感じられる報告会になっていた。 

 

高校生の発表（上）と会の活動を伝えるスライド 

同会については事務局の御代田町・林

歯科診療所（電話 0267-32-3613)まで  

 


